
環境情報科学　47-3　201880

 
 

 
A Study on Local Production-and-Consumption Model of Zero-Emission Energy in Snow- 
Covered Cold Regions -Targeted at Dairy Farms in the Region of TOKACHI,HOKKAIDO- 
 

Yousuke TAJIMA and Kenta MATSUSHIMA 
 

1.28 2012

100

 
 

Abstract  In Hokkaido, Japan, fossil-fuel consumption increases in the winter months as the consumers 
require energy for heating. This increased energy usage boosts CO2 emissions per person to approximately 
1.28 times the national average (2012). Therefore, constructing a low-carbon-fuel society based on Hokkaido’s 
own characteristics is a challenging task. To pave the way for sustainable urban development with renewable 
energy, this study explores the characteristics of the climate and industries unique to Hokkaido. The proposed 
system utilizes the cold energy obtained from largely existing snow and ice and/or the biomass energy 
obtained from the feces and urine of livestock. This study also proposes and examines a local production-and-
consumption model of zero-emission energy that simultaneously intends to secure economy in livestock 
farming. As a result, it clarified the important production of (1) Realized in annual balance of energy, (2) 
Contribute to suppression of CO2 emissions and waste utilization, (3)Economic improvement is necessary. 
Key Words Snow-covered cold regions,Dairy farm Zero-emissions Local production-and-
consumption of energy Renewable energy
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12）減産解消量は，雪氷冷房を実施したことにより，暑熱感作に伴うスト

レスによる搾乳減少を解消した量を示す。例えば，環境温度を 26℃か

ら 24℃に「２℃」低下させた場合，図４より産乳減少量は 26℃（-0.7

kg/日）から 24℃（-0.2kg/日）であり，0.5kg/日の産乳減少を解消した

として，その減産解消量の算出結果を表７(2)に整理した。

13）経済評価に際して，建設費に雪氷冷房施設の導入に係る初期費用を考

慮すべきであるが，雪氷冷房実証試験では，コンテナやビニール製送風

管などの用いた簡易設備で実施したため，エネルギー損失の解消やコス

トをかけない建設方法の検討が不十分であり適切な施設導入費用が見い

だせないことから，本検討では考慮しないこととした。

14）Biomass Japan inc.（2016.4.1更新）バイオディーゼル燃料（BD

F）の Q&A.＜http://biomass.jp/faq＞, 2016.7.1参照

15）グリーンエネルギーナビ（2016.4.1更新）太陽光発電システムの最新

（2016）相場費用.＜http://www.green-energynavi.com/ library/articl

es/market-price.html＞,2016.7.1参照

16）RecoÐ（2016.4.1更新）蓄電池の材質ごとのコスト・リチウムイオン

電池.＜http://www.recod.jp/epress/＞,2016.7.1参照

17）積雪寒冷地型バイオガスプラントの稼働実績のある有識者へのヒアリ

ング調査（表１(1)）を踏まえて設定した。

18）Biomass Japan inc.（2017.8.20更新）BDF補助金一覧：新エネル

ギー・省エネルギー非営利活動促進事業（NEDO）設備導入 1/2以内

＜http://www.biomassjapan.jp/biodesel_project/420.html＞, 2017.8.20

参照

19）帯広市（2016.4.1更新）平成 28年度新エネルギー導入促進補助金･太

陽光発電システム導入資金貸付金.＜http://www.city.obihiro.hokkaido.j

p/shiminkankyoubu/kankyouka/h25subsidy02.html＞,2016.7.1参照

20）農林水産省（2015.4.6更新）平成 27年度地域バイオマス産業化整備

事業の追加募集＜http://www.maff.go.jp/j/supply/hozyo/shokusan/1504

06.html＞,2017.8.20参照

21）JA 道東における 2016年 1月の生乳生産・乳代単価情報に示される単

価 97.08円/kg（JA 道東あさひ，2016）を設定した。

22）環境省の示す１世帯あたりの年間の二酸化炭素排出量（電気，ガス，

灯油の合計）3.5t-CO2を基に算出した。

23）環境省の公表するLCA ガイドライン（環境省，2013）に示される温

室効果ガス排出原単位（表 4-1建設段階のバイオガスプラント）を参考

として表 10に示す試算を行った。なお，建設費用（60百万円）は同

表９ 実験概要

項目 概要

実験目的

バイオガスは，基質の有機物が分解されて発生することから，有機物の
割合が大きい物質を用いればバイオガス発生量が多くなると想定され
る。そこで有機物の割合や，通年で確保可能で扱いやすい物質として，
廃食油からBDFを製造する過程で精製される副生グリセリンとした。

実験期間 平成20年10月22日～平成21年1月3日
実験場所 帯広畜産大学内バイオガスプラント
混合率 約４％
投入回数 ２時間おきに１日12回（家畜ふん尿の投入と同時）

バイオガス
発生ガス量

副生グリセリン投入前（10月1日～21日）：34m3／日
副生グリセリン投入中（10月22日～1月3日）

：109m3／日（投入前より約3.2倍）

主な
実験結果

・液状であるため，運搬・投入が比較的容易
・前処理を行わずに発酵槽への投入が可能
・約2か月間の運用でバイオガスプラントに大きな変化なし

ガイドラインを参考に設備費６割，土木費４割として算出した。

24）有識者へのヒアリング調査（表１(1)）より，ふん尿の回収や，メタン

発酵残さ（液肥）の運搬・散布を行っている鹿追町の集中型バイオガス

プラントの事例を確認した。鹿追町では，液肥を 500円／tで販売する

ことで，液肥（年間量）の有効活用に成功していることから，当該モデ

ルにおいても同様に周辺農場へ販売できると仮定し，検討した。
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表 10 温室効果ガスの試算概要

工程 内訳 建設費用 原単位 二酸化炭素排出量

建設段階 設備費 36百万円 2.89 t-CO2／百万円 104.04 t-CO2

土木費 24百万円 3.89 t-CO2／百万円 93.36 t-CO2

（2017年6月2日受付，2018年2月21日受理）


